
校 種 高 受験番号 
  

 

⑦ 高等学校 工業（建築） 解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ① エ ② イ ③ カ ④ ア 

２ 

(１) ① 反響（エコー） ② ６０  

(２)［計算過程］ 

（例）０．１６１×
（２５０×４）

２００
＝０．８０５ ≒０．８１ 

 

 

残響時間は ０．８１ｓ   

３ (１) トラップ (２) 破封現象 (３) 通気管（ベントパイプ） 

４ (１) 共同住宅 (２)  メゾネット   型 (３) ハウスアダプテーション 

５ ① 最低の基準 ② 国民の生命 ③ 公共の福祉 

６        ３          ｍ 

７ 

１階               ２２      ｍ 

２階               ４５      ｍ 

８ 

［計算過程］ 

（例）<近隣商業地域部分,第二種中高層住居専用地域部分の敷地面積> 

近隣商業地域部分の敷地面積       （１２－２）×１０＝１００㎡ 

第二種中高層住居専用地域部分の敷地面積 （１２－２）×５＝５０㎡ 

（例）<近隣商業地域部分,第二種中高層住居専用地域部分の容積率> 

近隣商業地域部分の容積率        道路幅より ８×６０＝４８０％＜５００％ 

第二種中高層住居専用地域部分の容積率  道路幅より ８×４０＝３２０％＜４００％ 

 

新築することができる事務所の延べ面積の最大値 １００×４.８＋５０×３.２＝６４０㎡ 

 

       新築することができる事務所の延べ面積の最大値は   ６４０   ㎡ 

（全５枚中の１枚目） 

各 1点 計 3点 

     

 

  

 

    

    

    

  

  

 

  

各 1点 計 3点 

各 1点 計 3点 

計 2点 

※何も記入しないこと 

各 1点 計 4点 

（１）各 1点（２）2点 計 4点 

各 2点 計 4点 

計 3点 
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⑦ 高等学校 工業（建築） 解答例  
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(１) 

 

 

［計算過程］ 

（例）斜めの集中荷重 Ｘ成分 ６×cos３０°＝３√３ kN（左）              

Ｙ成分 ６×sin３０°＝３kN （下）     

   ΣＹ＝ＶＡ+ＶＢ－３－３＝０ ΣＭＡ＝３×２＋３×４－ＶＢ×６＝０ 

   ＨＢ＝３√３ kN（右） ＶＡ＝３kN（上） ＶＢ＝３kN（上） 

反力ＨＢ 

大きさ 向き 
反力ＶＡ 

大きさ 向き 

  ３√３  kN 右       ３   kN 上 

反力ＶＢ 
大きさ 向き  

     ３    kN 上 

 

 

 

 

［計算過程］ 

（例）ΣＹ＝ＶＡ+ＶＢ－４.５＝０ 

ΣＭＡ＝６＋４.５×４－ＶＢ×６＝０ 

   ＶＢ＝４kN（上）  ＶＡ＝０.５kN(上)  

  

反力ＶＡ 
大きさ 向き 

反力ＶＢ 
大きさ 向き 

    ０.５    kN 上        ４   kN 上 

 

 

 

［計算過程］ 

（例）分布荷重の合力 ２×３÷２＝３kN（下） 

ΣＹ＝ＶＡ－３＝０ 

ΣＭＡ＝ＲＭＡ＋３×２＝０ 

ＶＡ＝３kN（上） ＲＭＡ＝６kN･m（反時計） 

反力ＶＡ 
大きさ 向き 反力  

ＲＭＡ 

大きさ 向き 

     ３   kN  上      ６   kN･m 反時計 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 

［計算過程］ 

（例）支点Ｂの反力ＶＢ，ＨＢの合力が点 Eをとおるように作用することから 

   ＨＢ＝－０.５ＶＢ 

ΣＹ＝ＶＡ+ＶＢ－６＝０ 

ΣＸ＝ＨＡ＋ＨＢ＝０ 

ΣＭＡ＝６×２－ＶＢ×６＝０ 

ＶＢ＝２kN （上） 

ＶＡ＝４kN （上） 

ＨＢ＝１kN （左） 

ＨＡ＝１kN （右） 

反力ＨＡ 
大きさ 向き 

反力ＨＢ 
大きさ 向き 

     １   kN 右        １   kN 左 

反力ＶＡ 
大きさ 向き 

反力ＶＢ 
大きさ 向き 

     ４   kN 上        ２   kN 上 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 
（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

計 15点 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（全５枚中の２枚目） 

（１点）

\\ 

各 1点 

計 4点 

計 3点 
各 1点 

各 1点 
計 3点 

各 1点 
計 5点 

※何も記入しないこと 

 

 

  

  

 

   

 

  

  

 

(２) 

(３) 
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10 

 

 

 

 

 

(１) 

 

［計算過程］ 

（例）曲げモーメント図から，もとの荷重はＣ点，Ｄ点に集中荷重が下向きにかかって

いる。 

Ａ点，Ｂ点の反力をＶＡ，ＶＢとし，Ｃ点，Ｄ点の集中荷重をＰＣ，ＰＤとする。  

   ＶＡ×２＝４kN･mより ＶＡ＝２kN（上） 

   ＶＢ×２＝３kN･mより ＶＢ＝１.５kN（上） 

ΣY＝２＋１.５－ＰＣ－ＰＤ＝０ 

ΣＭＡ＝ＰＣ×２＋ＰＤ×４－１.５×６＝（３.５－ＰＤ）×２＋ＰＤ×４－９＝０ 

   ＰＣ＝２.５kN (下)  ＰＤ＝１kN (下) 

 

もとの荷重は ＰＣ＝２.５kN (下) ， ＰＤ＝１kN (下) 

 

 

 

 

 

 

 

 

［計算過程］ 

（例）曲げモーメント図から，もとの荷重はＡ点，Ｂ点に曲げモーメントがかかり， 

梁全体に等分布荷重がかかっている。 

Ａ点，Ｂ点の反力及び曲げモーメント荷重をＶＡ，ＶＢ，ＭＡ，ＭＢとし， 

等分布荷重をｗとする。 

Ａ点，Ｂ点の曲げモーメントの値より ＭＡ＝４kN･m ＭＢ＝６kN･m 

   Ｃ点の曲げモーメントをＭＣとすると，等分布荷重によるＣ点の曲げモーメント

の値からＡ点，Ｂ点の曲げモーメント荷重によるＣ点の曲げモーメントの値を

引いた値となり次式となる。 

   ＭＣ＝ｗ×８２÷８－（４＋６）÷２＝５kN･m 

   ｗ＝１.２５kN／m 

従って梁にかかる荷重は 

Ａ点，Ｂ点の曲げモーメント ＭＡ＝４kN･m（反時計）ＭＢ＝６kN･m（時計） 

等分布荷重ｗ＝１.２５kN／m（下） 

 

もとの荷重は ＭＡ＝４kN･m（反時計） ，ＭＢ＝６kN･m（時計） ， 

等分布荷重ｗ＝１.２５kN／m（下） 

11 

［計算過程］ 

（例）分布荷重ｗの合力をＷとすると Ｗ＝４×８＝３２kN 

Ａ点，Ｂ点の反力をＶＡ，ＶＢとすると 

ＶＡ＝１６kN，ＶＢ＝１６kN 

ＱＸ＝１６－４×２＝８kN 

ＭＸ＝１６×２－４×２×２÷２＝３２－８＝２４ｋN･m 

 

曲げモーメントＭｘ 
        ２４   kN･m 

せん断力Ｑｘ 
      ８       kN  

12 

(１)  

縁応力度 

σ１（１点） 

Ｍ

２
９
×３ ×５

４
 

(２)  

縁応力度 

σ２（１点） 

Ｍ

２
８
×５

５
 

(３)   

縁応力度 

σ３（１点） 

Ｍ

２
１０

×５
４
 

縁応力度の比            

（σ１：σ２：σ３） １  ：  １.２  ：  １.５  

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（１点）

\\ 

（２点）

\\ 

（１点）

\\ 

   

 

  

   

各 1点 
計 2点 

計 2点 

各 1点 

計 4点 

各 2点 

計 6点 

各 1点 
計 4点 

  

 

 

 

（全５枚中の３枚目） 

※何も記入しないこと 

（２点）

\\ 

（２点）

\\ 

(２) 
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13 

(１) Ａ 寄棟屋根 Ｂ  入母屋屋根 

(２) ① 京ろ ②  折置 

(３)      ウ 
   

14 

(１)  異形    鉄筋 

(２)  ＡＥ剤 

(３)  べた基礎 

(４) ① 
１

２
 ② ２５ 

15 

(１) Ａ フランジ Ｂ  スチフナー 

(２)  引張強さ   

(３) 

① エンドタブ ②  裏当て金 

③ 裏はつり  
 

16 

(１) ディープウェル  工法 

(２)     イ 

(３) ＤＰＧ    構法 

(４) 
ＪＶ方式（ジョイントベンチャー  

方式），（共同企業体方式） 
 

(５) 

① 現場説明書 ② 特記仕様書 

③ 設計図 

 (６) ＢＩＭ 

(７) コストプランニング 

  

  

  

 

 

 

   

  

 

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

各 1点 
計 5点 

各 1点 
計 5点 

各 1点 
計 6点 

各 1点 

計 9点 

※何も記入しないこと 

（全５枚中の４枚目） 



校 種 高 受験番号 
  

 

⑦ 高等学校 工業（建築） 解答例  

  

 

 

 

 

 

 

 

17 

① ２５ ② 総合的な探究の時間 

③ 課題研究 ④ 同様の成果 

18 

①  ソ ② イ 

③ オ ④ ト 

⑤ ク ⑥ コ 

（全５枚中の５枚目） 

各 2点 
計 8点 

  

   

  

  

   

計 12点 
各 2点 

※何も記入しないこと 


